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ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

地
域
の
福
祉
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

福
祉
協
力
員
研
修 

 

福
祉
協
力
員
と
は
、
自
治
会
か
ら

１
名
の
方
を
選
任
し
て
い
た
だ
き
、 

１
年
間
地
区
社
協
の
行
事
に
参
加

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今
回 

は
今
年
度
最
初
の
研
修
で
す
。 

３
．
光
が
丘
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

に
つ
い
て 

４
．
サ
ポ
ー
ト
隊
に
つ
い
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５
．
に
ぎ
わ
い
処
に
つ
い
て 

 

２
～
５
に
つ
い
て
は
地
区
社
協

の
役
員
、
理
事
が
担
当
。 

 

福
祉
協
力
員
の
方
に
は
、
自
治
会

の
方
に
地
域
の
福
祉
活
動
の
橋
渡

し
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

11名の福祉協力員が参加されました 
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」
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集
委
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柿
田 

明
男 

以
上
の
メ
ン
バ
ー
で
光
が
丘
地
区
社

協
や
関
連
団
体
の
活
動
を
紹
介
す
る
広

報
紙
を
年
４
回
発
行
の
た
め
の
取
材
、

編
集
、
印
刷
発
注
、
自
治
会
に
配
布
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
自
治
会
の
役
員
の
方
に
住
民

の
皆
様
へ
の
配
布
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。 

 

光
が
丘
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る

人
や
関
わ
り
の
あ
る
人
な
ど
が
そ
れ

ぞ
れ
に
集
ま
り
、
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が

り
な
が
ら
く
つ
ろ
げ
る
場
と
し
て
、

“
お
れ
ん
じ
タ
イ
ム
”
を
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。 

現
在
は
ホ
ッ
コ
リ
屋
（
上
溝
団
地 

旧
さ
く
ら
ス
ト
ア
事
務
所
跡
地
）
に 

て
、
奇
数
月
の
第
４
金
曜
日
午
後
に
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
先 
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域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 
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６
月
２７
日
午
前
１０
時
か
ら
約
２
時

間
、
光
が
丘
公
民
館
で
次
の
講
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

１
．
「
認
知
症
に
つ
い
て
」
包
括
支
援 

セ
ン
タ
ー
担
当 

２
．
光
が
丘
地
区
社
会
福
祉
協
議 

会
に
つ
い
て 

 

サ
マ
ー
ち
ゃ
れ
ん
じ
村 

 

夏
休
み
に
光
が
丘
公
民
館
に
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
っ
て
自
習
、
学
習
、

色
々
な
事
に
挑
戦
す
る
「
ち
ゃ
れ
ん
じ

村
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
も
暑
い
中
、
第
６
日
目
の
車
椅

子
の
操
作
に
多
く
の
子
ど
も
達
が
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。 

車椅子は基本的操作が

大事です。段差のある

道、声かけなどを勉強し

ました。 

公民館の外に出て、実

践訓練。乗っている人

が安心して乗れたでし

ょうか？ 

 


